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『私たちは障がいのある子どもたちを応援します』 
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      御礼 
 

チャリティーラン実行委員長 井上 修三 
 

 ２０１８年９月２３日（日）トンボが大群で舞う快晴の天候にめぐまれ 
岩手県立大学キャンパス内特設会場で第２回のチャリティーランが開催されました。 
 昨年の反省点をしっかり振り返り、より内容の充実した会となりました。事前に準備をした「障がい」にか
かる資料展示はもとより、会場内での直接聞き取りによるアンケート収集などより積極的な取り組みが実行さ
れた事は進化と捉えています。 
 また、今回の「参加者４００人を目指す」第１目標は残念ながら次回以降に先送りとなりましたが、今後の
継続を考えると焦らずに着実にランを実行する事が自然に参加者増に繋がると信じています。 
 そして、今年も反省点がでてくることでしょうが、どんな些細なことでも取り組み、次に繋げていきたいも
のです。 
ランナー、ボランテｲアの皆さん、応援にこられた皆さん、ご寄付を賜った企業、個人の皆様、心より御礼

申し上げるとともに今後ともご支援ご協力の程よろしくお願い申し上げます。 
 
 

チャリティーランとは・・・ 
☆ 心身に障がいにある子どもたちを対象として、全国のＹＭＣＡではいくつものプログラムを実施していま

す。「チャリティーラン」はこれらの活動を実施するための支援金を集めることを目的としたチャリティー
マラソン大会です。 
 

☆ 盛岡ＹＭＣＡのチャリティーランは、たすきリレー（駅伝方式）の申告タイム制です。各チームが自分た
ちで目標ゴールタイムを設定し、楽しみながら走ると同時に、心身に障害のある子どもたちを支援するこ
との大切さを分かち合うというものです。 
 

☆ 大会はボランティアによって運営され、参加者一人ひとりがこの大会を支え、参加費は全国ＹＭＣＡで実
施している障がい児・障がい者活動を支援する目的のため用いられます。 

  
 
 

 
 
 
 
 
 



 

 
◆ 参加者数 ◆ 

          
          

         たすきリレー参加チーム数：３１チーム ランナー数：１５７名  
     ボランティア数：１０９人 その他来場者数：１３１人 

スペシャルゲスト：グルージャ盛岡（稲森克尚選手、梅内和磨選手、畑本時央選手） 
 

     ◆ 協賛企業・個人 ◆（敬称略・順不同） 
 

＜特別協賛＞  

○公立大学法人岩手県立大学 

 

＜寄付金頂いた企業の皆様＞ 

○株式会社あさ開 ○（有）渥美工務店 ○（株）井上建築工房 ○（有）岩手浄化槽管理センター ○オートグラス岩手（株） 

○（株）金澤鋼業 ○北岩手環境保全 ○（株）興盛工業所 ○（株）興和電設 ○（株）こぐま社 ○（株）シンエイシステム 

○成和自動車鈑金塗装工業（有） ○（株）関商会 ○高橋観光（有） ○（有）武田工務店 ○辻・本郷税理士事務所 

○（株）中原商店 ○（有）ニーズ開発 ○フジクリーン岩手（株） ○文化企業（株） ○（株）三田商店 

○一般財団法人みちのく愛隣協会東八幡平病院 ○盛岡ニッタン（株） ○もりおかワイズメンズクラブ  

○（有）横手鈑金工業所 ○Rashiku（株） ○（株）理水興業 ○（株）林風舎 

  

＜個人寄付金を頂いた皆様＞ 

○家村知佳 ○伊藤眞太郎 ○伊藤眞一郎 ○伊藤愛美 ○伊藤みどり ○遠藤昌樹 ○及川茂夫 ○尾形裕一郎 

○小川嘉文 ○神田橋慧一 ○工藤悦子 ○熊谷和敬 ○清水弘一 ○高瀬稔彦 ○高橋友恵 ○土井田智奈美 

○名古屋恒彦 ○濱塚秋二 ○濱塚れい子 ○濱塚有史 ○橋野満之 ○人見晃弘 

＜物品寄付を頂いた企業の皆様＞ 

○（株）岩手ホテル&リゾート ○（株）こぐま社 ○グルージャ盛岡 ○スーパースポーツゼビオ 

○（株）スポーツブレイン ○めんこいテレビ ○（株）ミカサ ○（株）楽天野球団  

＜ブース提供・ステージ協力を頂いた団体・企業の皆様＞ 

○株式会社サンメディカル ○岩手県立大学バルーンアートサークル  

○岩手県立大学化粧ボランティアサークル「KIPU＊LABO」 ○岩手県立大学さんさ踊り実行委員会 

○みたけの園工房「来夢」 ○社会福祉法人カナンの園ヒソプ工房 ○岩手大学 ISPC 

○岩手発達障害サポートセンターええ街つくり隊 ○社会福祉法人自力更生杉生園 

   
 
 
 
 
 
 

 



 

 
◆ 実行委員会 ◆（敬称略・順不同） 

 

○ 全国大会委員長 有森裕子 

○ 実行委員会委員長 井上修三（盛岡ＹＭＣＡ常議員会議長、もりおかワイズメンズクラブ） 
○ 実行委員 阿部孝司（社会福祉法人カナンの園盛岡支部部長兼所長、サービス管理責任者）  

       東彩由海（盛岡ＹＭＣＡボランティアリーダー） 伊藤穂南（盛岡ＹＭＣＡボランティアリーダー） 

       伊藤陸（盛岡ＹＭＣＡボランティアリーダー） 大関靖二（もりおかワイズメンズクラブ） 

       尾河芽生（盛岡ＹＭＣＡボランティアリーダー） 岡田稜平（盛岡ＹＭＣＡボランティアリーダー） 

       小野寺保乃香（盛岡ＹＭＣＡボランティアリーダー） 菅野道生（岩手県立大学社会福祉学部専任講師） 

       末廣光揮（Rashiku 株式会社代表取締役） 長岡正彦（ワイズメンズクラブ北東部長） 

       中坂恭平（盛岡杉生園） 藤原清史（盛岡杉生園サービス管理責任者） 

       袰岩千裕（一般財団法人ことば監事、僕らの夏休み Projectエグゼクティブデューサー） 

       松平大知（盛岡ＹＭＣＡボランティアリーダー） 

○ 事務局   伊藤眞太郎（盛岡ＹＭＣＡ）武田悠（盛岡ＹＭＣＡ）東森聡（盛岡ＹＭＣＡ） 

 

 

◆ 第２回盛岡ＹMＣＡ ◆ 
インターナショナル・チャリティーラン２０１８収支報告  

収入 支出 

項目 金額 項目 金額 

たすきリレー参加費 

協賛金（企業・団体） 

協賛金（個人） 

パンフレット掲載 

オフィシャルスポンサー協賛金 

ラッフル抽選券売り上げ 

その他の収入（当日募金） 

７８，５００ 

３２０，０００ 

２７０，０００ 

１５０，０００ 

２０４，２７８ 

５９，０００ 

７００ 

会場費 

広報費 

プログラム費 

通信費 

保険費 

事務費 

会議費 

１００，１４９ 

２５，９１０ 

３８８，４７２ 

４５，２９０ 

２８，０００ 

２８，３７８ 

４５，０００ 

小計（大会運営費） ６６１，１９９ 

全国 YMCA CCP 支援 ４２１，２７９ 

合計 １，０８２，４７８ 小計（支援金） ４２１，２７９ 

合計 １，０８２，４７８ 

  
 
 

ご支援いただきましたこと、心より感謝申し上げます。 



順位 チーム名 申告タイム ゴールタイム 差分タイム 
優勝 チーム S+S ３１分 ３２分０３秒 1分０３秒 
準優勝 ベストキッズ闘 ２７分 ２５分秒 １分０７秒 
３位 向中野 OB ３０分 ２８分１０秒 １分５０秒 
４位 シンエイシステム駅伝部 ３４分３３秒 ３２分２５秒 ２分０８秒 
５位 スマイル。力を合わせて勝つ！ ４５分 ４２分４０秒 ２分２０秒 
６位 チームさんせいえん ３０分 ２７分２３秒 ２分３７秒 
７位 まえがた 4番隊 ３３分 ３０分２１秒 ２分３９秒 
８位 ベストキッズ未来 ３０分 ３２分４０秒 ２分４０秒 

９位 
TOP OF THE PARENT with ベストキッ

ズ 
３０分 ３２分４２秒 ２分４２秒 

１０位 若人其の壱 ４１分 ４５分５３秒 ４分５３秒 
１１位 盛南センター ６０分 ５５分００秒 ５分００秒 
１２位 Leaders Ⅰ ４２分 ４７分０３秒 ５分０３秒 
１３位 盛岡ワイズメンズクラブ ４５分 ５０分０７秒 ５分０７秒 
１４位 ベストキッズ元気 ３５分 ２９分１９秒 ５分４１秒 
１５位 カモンベイビー本町 Y ４５分 ３９分１７秒 ５分４３秒 
１６位 ヒソプジャパン ４２分 ４７分５７秒 ５分５７秒 
１７位 スピード・ザ・マッハ ４０分 ４６分０８秒 ６分０８秒 
１８位 チームみたけ ４５分 ３８分３０秒 ６分３０秒 
１９位 若人其の弐 ４１分 ３４分１２秒 ６分４８秒 
２０位 おかだ屋敷 ５０分 ４３分０４秒 ６分５６秒 
２１位 HANAジャパン ４５分 ３７分０８秒 ７分５２秒 
２２位 リコージャパン １７分２５秒 ２５分５４秒 ８分２９秒 
２３位 まえがた 3番隊 ３５分 ４３分３３秒 ８分３３秒 
２４位 東北電力盛岡支部 2018 ４０分 ５０分２８秒 １０分２８秒 
２５位 I♡人類 ２５分２３秒 ３６分２２秒 １０分５９秒 
２６位 まえがた 2番隊 ５５分 ４３分２１秒 １１分３９秒 
２７位 チーム県立大学 ４０分 ２８分２０秒 １１分４０秒 
２８位 飛脚屋 ５５分５５秒 ４２分５４秒 １３分０１秒 
２９位 まえがた 1番隊 ６０分 ４５分０５秒 １４分５５秒 
３０位 Leaders Ⅱ ３５分０８秒 ５５分０７秒 １９分５９秒 
３１位 盛岡 YMCA アドベンチャークラブ ３５分 ６７分１３秒 ３２分１３秒 

第 2回盛岡ＹＭＣＡインターナショナル・チャリティーラン２０１８ 記録表 



フォトギャラリー



「共生社会」に関するアンケート結果 
実施日：チャリティーラン当日 2018 年 9 月 23 日 

アンケートにご協力頂いた方：ランナーの皆様。ボランティアの皆様。来場者の皆様。

Q1：あなたは、障がいのある・なしにかかわらず、誰もが社会の一員としてお互いを尊重し、支え合って暮らすこ
とを目指す「共生社会」という考え方を知っていますか。次の中から 1 つだけお答えください。 

Q2：国や地方公共団体では、「共生社会」の考え方に基づいて、障がいのある人もない人も共に生活できるための環
境づくりを進めています。あなたは、この「障がいのある人が身近で普通に生活しているのが当たり前だ」という
考え方について、どう思いますか。次の中から 1 つだけ選んでください。 

Q3：国は、障がいや障がいのある人に関する理解と関心を深め、障がいのある人の社会参加への意欲を高めるため
に、毎年 12 月 3 日から 12 月 9 日までの 1 週間を「障がい者週間」と決めて、様々な取り組みを行っています。あ
なたは、「障がい者週間」を知っていますか。次の中から 1 つだけお答えください。 



Q4：それは何によって知りましたか。次の中からいくつでも挙げてください。 
(ア)テレビ・ラジオ・新聞など
(イ)国や地方公共団体のホームページ
(ウ)障害者関係団体のホームページ
(エ)国や地方公共団体、障害者関係団体以外のホームページ
(オ)国や地方公共団体の広報誌、ポスター、パンフレット
(キ)障害者関係団体の広報誌、ポスター、パンフレット
(ク)国や地方公共団体の行事や催し
(ケ)障害者関係団体の行事や催し
(コ)人から聞いて
(サ)その他
(シ) わからない

Q5：国や地方公共団体では、「障がい者週間」を中心に障がいのある人に対する理解を深めるために、次のような様々
な行事や催しを行っています。あなたは、このような行事や催しに参加してみたいと思いますか。次の中から 1 つ
だけ選んでください。 

・障がいのある人のことをテーマとしたセミナーやシンポジウム
・障がいのある人による演劇、コンサート
・障がいのある人と共に行うスポーツ
・障がいのある人が作成した絵画等展示会、作品展
・福祉バザー



Q6：あなたは、障がいのある人と気軽に話したり、障がいのある人を手助けしたことはありますか。 

Q7－a：それはどのような気持ちからでしょうか。この中からいくつでも挙げてください。 
(ア)身内などに障がいのある人がいて、その大変さを知っているから
(イ)近所付き合いや親戚付き合いなどで
(ウ)困っている時はお互い様という気持ちから
(エ)自分の仕事に関連して
(オ)将来、自分も障がいを持つ可能性があるから
(カ)なんとなく
(キ)その他
(ク)わからない



Q7－b：なかったのはどうしてですか。この中からいくつでも挙げてください。 
(ア)たまたま機会がなかったから
(イ)自分が何をすればよいかわからなかったから
(ウ)どのように接したらよいかわからなかったから
(エ)お節介になるような気がしたから
(オ)専門の人や関係者に任せた方がよいと思ったから
(カ)自分にとって負担になるような気がしたから
(キ)その他
(ク)特に理由はない
(ケ)わからない

Q8：あなたは、世の中には障がいのある人に対して、障がいを理由とする差別や偏見があると思いますか。次の中
から 1 つだけ選んでください。 



 

Q8－Ⅱ：あなたは、5 年前と比べて障がいのある人に対する差別や偏見は改善されたと思いますか。次の中から 1
つだけ選んでください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
Q9：「障害者基本法」では、都道府県や市町村が障がいのある人への支援や社会参加を進めるための基本的な計画(障
害者計画)を作ることとなっています。この計画を作るにあたって、意見や要望を出すことの出来る場が設けられる
としたら、あなたは参加したいと思いますか。次の中から 1 つだけ選んでください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Q10：「発達障害者支援法」では、学習障がい(LD)や注意欠陥・多動性障害(ADHD)、自閉症などの発達障がいを持つ
本人やその家族に対する支援が求められています。そのためには、発達障がいについて周りの理解が重要ですが、
あなたは、発達障がいについて社会の理解があると思いますか。次の中から 1 つだけ選んでください。 
 
 
  
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

Q11：国連は、平成 18 年 12 月、障がい者の権利や尊厳を保護・促進するため、障がいを理由とする差別の禁止や、
障がいのある人が障がいのない人と同じように暮らすための様々な施策を包括的に定める「障害者権利条約」を採
択し、日本はこの条約の締結に向けて取り組みを進めている所ですが、あなたは、この条約のことを知っています
か。次の中から 1 つだけ選んでください。 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
Q12：現在、政府では、障がいを理由とする差別をなくすための法律の検討を行っていますが、あなたはこのこと
を知っていますか。次の中から 1 つだけ選んでください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Q13：障がいのある人とない人が同じように生活するためには、生活するために不便さを取り除く、例えば、商店
街の入り口などのスロープの整備や点字ブロックや音声案内など、いろいろな工夫が必要になることがあります。
あなたは、こうした配慮や工夫を行わないことが「障がいを理由とする差別」に当たる場合があると思いますか。
次の中から 1 つだけ選んでください。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 



 

Q14：障がいのある人とない人が同じように生活するために必要とされる生活するために不便さを取り除く、例え
ば、商店街の入り口などのスロープの整備や点字ブロックや音声案内などの配慮や工夫を行うことがあなたに求め
られた場合、経済的な負担を伴うこともありますが、あなたはどうしますか。次の中から 1 つだけ選んでください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Q15：あなたは、障がいのある人のために企業や民間団体が行う活動について、どのようなことを希望しますか。
次の中からいくつでも選んでください。 
(ア)障がいのある人の雇用の促進 
(イ)障がい者になっても継続して働くことの出来る体制の整備 
(ウ)障がいのある人に配慮した事業所等の改善・整備 
(エ)職場での精神的な不安を解消する相談体制の整備 
(オ)職場での事故防止体制の充実 
(カ)障がいのある人を支援するための介護休暇制度やボランティア休暇制度の充実 
(キ)障がいや障がいのある人への理解を深めるための研修 
(ク)障がいのある人に配慮した商品の開発 
(ケ)障がいに関連する分野での国際協力の促進 
(コ)障がいのある人のスポーツ、文化、レクリエーション活動に対する支援 
(サ)障がい者団体に対する経済的支援 
(シ)その他 
(ス)わからない 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Q16：障がいのある人に関する国や地方公共団体の施策のうち、あなたが最も力を入れる必要があると思うものを



 

次の中からいくつでも選んでください。 
(ア)障がいのある人への理解を深めるための啓発・広報運動 
(イ)ホームヘルプサービスなどの在宅サービスの充実 
(ウ)生活の安定のための年金や手当の充実 
(エ)障がいのある人に配慮した住宅や建物、交通機関の整備 
(オ)障がいのある子どもの相談・支援体制や教育の充実 
(カ)障がいに応じた職業訓練の充実や雇用の確保 
(キ)保健医療サービスやリハビリテーションの充実 
(ク)点字、手話、字幕放送などによる情報提供の充実 
(ケ)その他 
(コ)わからない 
 
 
   
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
Q17：5 年前と比べて福祉・教育・雇用・まちづくりなどの障がい者施策は進んだと思いますか。次の中から 1 つだ
け選んでください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

Q18：「しょうがい」の表記について、法令では「障害」を使っていますが、この表記のあり方については、さまざ
ま意見があります。「しょうがい」の表記としてどれがふさわしいと思いますか。次の中から 1 つだけ選んでくださ
い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
アンケートは以上になります。 



 

最後に、ご回答を統計的に分析するために、失礼ですが、あなたのことをお伺いします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4．あなたの身近に障がいのある人がいますか、または、これまでにいたことがありますか。あてはまるものの中で
すべてお答えください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


